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知ってるつもり！！！ノロウイルスについて

看護の日・看護週間

世界禁煙デー２０２５

『知ってるつもり！！！ノロウイルスについて』
感染管理認定看護師長

亀山 礼子 かめやま れいこ

Q ノロウイルスは通年で感染する可能性はありますか？

はい、あります。

年間の食中毒の患者数の約半分はノロウイルスによるものといわれ

ています。そのうち約７割は１１月～２月に発生しており、この時期の

感染性胃腸炎の集団発生例の多くはノロウイルスによると考えられ

ています。

主要な感染経路は『接触感染』です。

感染経路は多岐にわたり最終的に、ウイルスが

口から入り、小腸で増殖します。

Q 昭和や平成初期のころはテレビやラジオ等でノロウイルスへの
報道等はあまりきかなかったように思います。近年になり流行し

てきたのですか？

ノロウイルスは、1968年（昭和43年）にアメリカ合衆国オハイオ州ノー

ウォークの小学校に於いて集団発生した急性胃腸炎患者の糞便か

ら初めて検出されました。地名にちなみ『ノーウォークウイルス』と命

名されました。

1972年（昭和47年）電子顕微鏡で観察されるようになり、このウイル

スによる胃腸炎や食中毒が世界各地で報告されるようになりました。

2002年（平成14年）の夏、国際ウイルス命名委員会によってノロウイ

ルスという正式名称が決定され、世界で統一されて用いられるように

なりました。

Q 感染経路は？

【経路１】ウイルスで汚染された手との直接接触

Q 感染予防と発症したときの対策は？

【経路2】ウイルスで汚染された物や環境との直

接的な接触

【経路3】飛び散った吐物や便にふくまれるウイ

ルスを吸い込んで摂取（ノロウイルスに

感染しているひとが吐いた瞬間に近くに

いた場合や、絨毯などにこびりついたま

ま乾燥した吐物が舞い上がって吸い込

んだ場合など）

【経路4】調理者がウイルスで汚染された手で取

り扱った食品を摂取する

【経路5】汚染されていた二枚貝を、生あるいは

加熱が不十分なまま摂取する

【経路６】ノロウイルスに汚染された井戸水や簡易

水道水を消毒が不十分なまま摂取する

感染予防②「人からの感染」を防ぐ！

感染予防③「食品からの感染」を防ぐ！
１、

２、

特に食事前、トイレの後、調理前後は、石けんでよく洗い、流水で十分に流しましょう。
感染予防①「手洗い」をしっかりと！

家庭内や集団で生活している施設でノロウイルスが発生した場合、感染した人の便やおう吐物からの二次感染や、飛

沫感染を予防する必要があります。ノロウイルスが流行する冬期は、乳幼児や高齢者の下痢便やおう吐物に大量の

ノロウイルスが含まれていることがありますので、おむつ等の取扱いには十分注意しましょう。

加熱して食べる食材は中心部までしっかりと火を通しましょう。二枚貝等ノロウイルス汚染のおそれのある食品の

場合、ウイルスを失活させるには、中心部が85℃～90℃で90秒間以上の加熱が必要とされています。

調理器具や調理台は「消毒」して、いつも清潔にしましょう。

まな板、包丁、食器、ふきんなどは使用後すぐに洗いましょう。

熱湯（85℃以上）で1分以上の加熱消毒が有効といわれています。

なんといっても『手洗いをしっかりと』です。



母乳育児支援の方針
私たちはユニセフ／WHOの「母乳育児成功のための１０か条」に基づき支援を行います。

１ 私たちは、母乳育児を大切に考え、病院スタッフ全員に周知できるように努めます。

２ 私たちは、お母さんが楽しく母乳育児できるような支援を目指し、技術習得に努めます。

３ 私たちは、妊娠期から母乳育児を知っていただくために、助産師相談室や安産教室を活用して情報提供します。

４ 私たちは、母子の早期接触として出産直後にカンガルーケアを行い早期授乳開始に努めます。

５ 私たちは、母乳分泌を促進し維持できる方法をお母さんに伝えます。

６ 私たちは、赤ちゃんにとって医学的に必要ないかぎり糖水や人工乳は使用しません。

７ 私たちは、お母さんと赤ちゃんが終日一緒にいられるように母子同室を実施します。

８ 私たちは、赤ちゃんが欲しがる時にいつでも母乳をあげられるように支援します。

９ 私たちは、母乳育児の赤ちゃんに人工乳首やおしゃぶりを与えません。

１０ 私たちは、お母さんが退院後「母乳外来」や「赤ちゃん健診」を活用し母乳育児を継続していくための支援をします。

看護週間：5月11日（日）～17日（土）

5月12日は「看護の日」
「看護の日」は、老若男女を問わず誰もが「ケアの心」「看護の心」

「助け合いの心」を育むきっかけとなるようにと願い、「近代看護教

育の生みの親」であるナイチンゲールの誕生日にちなんで制定され

ました。私たちは、地域の皆様に寄り添った看護の提供を目指しま

す。そして、看護職を目指す人を応援します。
フローレンス・

ナイチンゲール

「看護の日」メインテーマ

『寄り添う、支える、助け愛』

【看護の日・看護週間イベント開催報告】

令和７年度富山赤十字病院「看護の日・看護週間」の催しは

２階やすらぎホールにて下記のとおり開催しました。

＜5/9（金）～5/16（金） ポスター掲示＞

＊部署紹介

＊奥能登豪雨災害におけるこころのケア班の活動

＊看護職への道

＜5/13（火）10時00分～12時00分 イベント＞

＊上映「私たちが大切にしている看護の一場面」「赤十字活動」

ポスター掲示の様子

介護用品展示の様子
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理 念
患者さんの権利

人道・博愛の赤十字精神にもとづく良質で安全な医療の提供

基 本 方針

１ 患者さん中心の医療を提供します

２ より安全で高度な医療の実践を目指します

３ 地域医療に貢献する病院を目指します

４ 災害救護ならびに医療社会奉仕に努めます

５ 次代を担う医療従事者を育成します

６ 働きがいのある病院運営に努めます

７ 健全経営の維持に努めます

病院の「理念」・「基本方針」にもとづき患者さんが安心して

医療を受けることができるよう、以下の権利を大切にします

１ 個人の尊厳が守られる権利

２ プライバシーが保障される権利

３ 適切な情報と説明を受ける権利

４ 自ら医療行為を選択する権利

５ 適切で最善の医療を受ける権利

６ 子ども達が分かりやすく心のこもった医療を受ける権利

患者さんの責務

医療は患者と医療者との協同作業です。

より適正な医療提供のため、以下の責務について

十分ご理解をいただき、ご協力をお願いします

１ ご自身の健康状態に関する正確な情報をお伝えください

２ 医療者と力を合せて診療に参加し、最大限の治療効果を

発揮できるようにご協力ください

３ 病院のルールに従い、院内での迷惑行為は慎んでください

４ 受けた医療に対し、診療費をお支払ください

世界禁煙デー２０２５
～禁煙啓発イベントを行います～

公開禁煙教室

★日時：5月29日（木曜日）11時00分～11時30分

★場所：2階やすらぎホール

★内容

①川原 順子総合内科部長によるミニ講義

②理学療法士によるリラックス体操の紹介

タバコの害や禁煙についての情報をイラストを交えて

ポスター展示しています。

展示期間：5月26日(月)～30日(金) 於：2階やすらぎホール

昨年の公開禁煙教室の様子
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